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吉川圭太（司会/神戸大学）　それでは意見交換
を始めたいと思います。東北と国会図書館、長岡
の方から活動の報告を頂きました。この会は情報
交換会ですので、まず、阪神・淡路の方から今日
の各ご報告を聞いた感想も含めまして何人かの方
にコメントを頂きたいと思います。まず、神戸大
学附属図書館の郷原さん、よろしいでしょうか。

郷原正好（神戸大学附属図書館）　まず、東北大
学さんの授業との連携が非常に面白いなと思いま
した。これはちょっと大学サイドの話なんですけ
ども、神戸大学では余り出来ていないところが
あって、神戸大学でも阪神・淡路大震災の授業を
持っているところがあるので、そこに色んな人が
語り継いだりとか、授業があるみたいなんですけ
どそういうそういうところの連携とか、していき
たいという風に思いました。震災文庫も今、５万
点ぐらいあって、５千点ぐらいのデジタル化して
公開することが出来ているんですけども、やはり
その部分、色々な図書館さんが公開をしていって
頂ければいいなと思います。文書資料室について
も色々と集められてどう連携しようかという話が
ありますけども、じゃあ、具体的に事例をこうい
う風にしたらこういう問題あるだとか、こういう
ことがあるだとか、というのを公開していくよう
にしてもらえると、次にそういうところをローカ
ルな問題があるかもしれないですけども避難所が
どうしていくかという時に色々と経験になってく
ると思うんですね。神戸も恐らく東日本に行った
時に、神戸流じゃダメだとか、色んな意見があっ
たかもしれませんけども、やっぱりそれはローカ
ルルールはローカルルールで上手く使えるものが
あるはずだと思いました。国会図書館は色々な取
り組みをされて、東日本中心ですけども中越も含
めて今までの震災のところ、阪神・淡路も含めて

一緒に何か取り組みが広げていければいいなとい
う風に思いました。以上です。

吉川　ありがとうございます。東北大学附属図書
館の湯目さん、郷原さんからもありましたが授業
との連携といいますか、震災資料をどのように活
用していくかという時に授業との連携というのは
まず一つ考えられるということで今日出ましたけ
れども、この点に関して神戸学院大学の方で、授
業で実際に避難所の資料などを使っていらっしゃ
います水本先生の方から何か今日の感想も含めて
コメントを頂ければと思います。

水本浩典（神戸学院大学）　今日は本当に沢山の
図書館、それと国会図書館という一堂に集まって
頂いて、本当に良いお話を聞かせて頂きました。
どのように取り組んでおられるのか、というよう
なことについてはなかなか個々にアプローチしな
いと分からないことをこういう形で勉強させて頂
く機会なんていうのは私にとってはありがたかっ
たということです。実は、私も細々と震災資料の
勉強をやっておりまして、個人でやるのには限界
があるもんですから上手く学生をおだてまして、
資料の整理だとか、そういうところへ少しずつア
プローチをしてもらってます。それをやっている
うちに、学生が非常に興味を持ったり、または
「えっ、こんなことがあったのか」という形で段々
深みにはまってくれると。今日、来ておりますの
は、ドクターの３年生で今度４月から課程博士に
なるんですけども、震災資料そのもので研究論文
を書いて課程博士になる。マスター１年のもある
小学校の震災資料をずーっと研究して、先ほど田
中さんがおっしゃっていたように１８年、１９年
経った神戸の震災のある小学校の状況はどうだっ
たんだろうか、実は現状はほとんど分からない状
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態に今、なりつつある状況です。いかに復興誌を
読もうと、または他のところで書かれたものであ
ろうと、または色んな記録を読もうと、ある学校
が本当にどうだったかという時には生の資料を手
当たり次第に当たってみるより方法がない、とい
うのが実情だと思っております。そういう意味で
は後でお話があるかもしれませんけども、長田区
役所に震災資料室というのがありまして、そこへ
たまたまですけども、学生と一緒に入らせても
らって資料整理のお手伝いを始めたと。それが学
生にとっては非常にいい勉強になっていると。そ
れを後輩が見て、「私もそういう勉強が出来たら
嬉しいな」と。たまたま長岡に行くので、という
ようなことから「きみ、長岡にもそういう資料が
あるんで一度資料整理にお手伝いしてみたらどや
ろか」と学部３年生が来ているのは長岡の中越の
震災資料に関わる形で入ってきた。色んな形で震
災そのものを経験していない、一人は姫路です
し、一人は高知県ですから、この後郷里に帰って
しまいますと、多分南海トラフ地震で死ぬんだろ
うという学生ですし、一人は富山で山脈越えてま
すので長岡とは関係がない。でも、やってみたい
なということです。東北大学の方でそういう学生
へのアプローチという話を聞かせて頂いて、そう
いう格好のアプローチが色んな大学でも今、試み
られつつあるんだなと。特に、東北大学さんは今
日も出ておりましたけども狩野文庫の資料が出し
ておりまして、狩野亨吉さんのいわば精神、大八
車でゴソッとあらゆる資料を購入して、それが狩
野文庫の貴重なものになっていくんだと。あらゆ
るものを集めていくというような狩野文庫の精神
が図書館に生きているのかなと思って、すごく私
は「あぁ、いいお話を聞かせて頂いた」と思って
おります。やはり図書館ですから活字資料に重点
がいってしまうのは仕方がないと思うんですけど
も、東北大学のお話にもありましたように、「何
でもいいから残して」くれておればというように
思っております。学生が見つけるのも非常に変な
ところから入って、変なところにこだわりながら
勉強を始めます。ですから、報告書のようなサラッ

としたものよりは生のものの持っているインパク
トというのには、私がしゃべるよりはよっぽど学
生は資料をもってのところのいい勉強が出来てい
ると思っております。最後に１点だけ、田中さん
の今日のお話の中で、震災資料の「資」が歴史の
「史」だったんですけれども、私なんかはデータ
の方の「資」を使うんですが、あれをわざわざ歴
史の「史」をお使いになった意味を一度お聞かせ
頂いたらと。その辺は佐々木さんも一家言おあり
になると思いまして。宜しくお願いします。

吉川　はい、では田中さん、震災資料の「史」に
ついてお願いします。私も少し疑問に思っていた
ので。

田中洋史（長岡市立中央図書館文書資料室）　そ
うですね。自分でも冷静に客観的に分析しなきゃ
と思っているんですが、元々はデータの「資」の
方を使っていたのをご存知かと思います。そう
いった中で、歴史の「史」の「史」という観点を
入れたのは少し限定したということになりますよ
ね。歴史資料ですね、歴史の「史」を使っている
場合は。文書資料室という捉え方なので、市史編
纂室でしたからうちはどうしても歴史、修史事業
に特化した部屋ですので、まずうちの部屋として
の文書資料室として活用していくのであれば歴史
の「史」料として避難所資料を活用していくと。
そういう意味でこの図録を出す時、（新潟大学人
文学部の）矢田先生は史料という言葉を使って、
そういう絞り方ですね。歴史「史」料として。ただ、
当然歴史史料というレッテルを貼り過ぎるのはよ
くないと思ってまして、そういう意味ではデータ
の「資」料という風にそれはまたもう一回広げ直
して頂いてもいいと思いますし、使われる方とい
うとあれですけども、ひもとく方によってデータ
の「資」料として使って頂いてもいいし、私たち
の部屋はどうしても歴史資料として使っていくと
そういうことでありまして、どちらでなくてはな
らないという限定ではなくということでありま
す。そんなところでよろしいでしょうか。
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吉川　ありがとうございます。では、佐々木さん
の方からお願いします。

佐々木和子（神戸大学）　私の方は、歴史の「史」
ではなくてデータの「資」を使っています。それ
は私たちが始めたのが９６年というところで、ま
だ私の感想といいますか、その時の意見はまだ歴
史の「史」を使って限定するところまで行ってい
ないと。ですから、それよりももっと幅広く集め
ようというのがまず前提にありました。ですから、
歴史の「史」というまあ言えばその中で記録史料
になっていくだろうけどもその段階で記録史料に
なるものしか集めないのではなくて、幅広い範囲
で集めようと。そのうち、ハッキリ言いますと玉
石混交だろうなと。そして、意味があるかどうか
分からない、意味がないかもしれない、そういう
ものも含めて集めるという意味で、歴史の「史」
ではなくてデータの「資」を使いました。そし
て、今、考えますと私の視点では玉石の石の方か
もしれないけれども、いつ玉になるかも分からな
いなぁということも思いながら扱ってきたという
ところです。

吉川　ありがとうございます。先ほど、水本先生
の方からもお話がありましたけども、玉石混交の
ような資料を実際使って研究をやられている当事
者である学生さんのうちどなたか、どうでしょう、
林田さん、感想でも頂ければ結構ですのでよろし
くお願いします。

林田怜菜（神戸学院大学）　今日は皆様のお話を
聞かせて頂いて、図書館の皆様は色々悩みながら
資料の収集などをされているということが初めて
分かりました。田中様のお話などをお聞きしなが
ら学生と市民の方が共同して資料整理をしている
様子なども教えて貰って、これからも自分も頑
張っていかないと思い、勉強になりました。あり
がとうございます。

吉川　ありがとうございました。今日、ご報告さ
れていない方、コメントされていない方で、もし、
感想等も含めてご意見がある方がいらっしゃれば
この場で出して頂ければと思います。兵庫県立図
書館の谷口さん、お願い出来ますでしょうか。

谷口充利（兵庫県立図書館）　兵庫県立図書館で
す。今回の発表を聞かせて頂きましてやはり公共
図書館という立場からも考えてなんですが、やは
り他館との連携がすごく大事だなと一層感じまし
た。県立図書館でも震災関連の企画展示等、色々
展示はしているんですけども一館の企画展示等で
はなくて、東日本大震災を経験された図書館との
連携ですね。具体的に去年は岩手県立図書館さん
の資料をお借りして「震災－過去・現在・未来
－」という形で企画展示をさせて頂いたんですけ
ども、こういった形で今後とも引き続き連携を深
めていきたいと思いました。以上です。

吉川　ありがとうございます。今日はこの会自体
が連携の会、情報交換の会ですけども、ここから
はご報告頂いた方から他の方への質問なども含め
まして何かコメントなり質問等を頂きたいと思い
ます。では、田中さん、よろしくお願いします。

田中　今日はどうもありがとうございました。
色々と感想はあるんですが、例えば東北大学さん
のシラバスを検索して先生方の研究室を訪ねられ
たという、こういうアプローチの仕方があるんだ
なというのをちょっと思いまして、例えば、市役
所に置き換えれば市議会議員さんとか、そういう
施策で言っている方とか、それぞれホームページ
があるのでやはりこちらからアプローチするとい
いますか、そういうのがあるんだなということを
勉強させて頂きました。質問は、ちょっとどちら
ということはないんですが、もし、お答え頂けれ
ばなんですが、長岡にも「震災資料を図書館に」
というキャンペーンのポスターが新潟県内にも沢
山貼られていて、東北の皆さんが連携してやって
おられるような感じのポスターが貼ってあったん
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ですが、そういった活動の現状とか課題とかあれ
ば。実は新潟中越地震の時はああいう雰囲気は残
念ながらなかったもんですから、やはり進んでい
るなぁという風にポスターを見てちょっと思いま
して。その辺のところをお分かりになる方がい
らっしゃいましたら「震災資料を図書館に」とい
うキャンペーンの現状を教えて頂きたい。

吉川　はい、現状ですね。それぞれの現状をお話
頂ければと思います。それでは岩手大学の遠山さ
んの方から。

遠山正宏（岩手大学研究交流部情報メディア課）

その「震災資料を図書館に」というキャンペーン
はどちらかというと東北大さんが音頭を取ってと
いうか声掛けして頂きまして、大学図書館も参加
してということで活動を行っております。

吉川　はい、ありがとうございます。東北大学の
湯目さん、よろしくお願いします。

湯目昌史（東北大学附属図書館）　お尋ねになり
たいことはキャンペーンの効果のほどでしょう
か。

田中　連携でどんなことをされているのか。

湯目　具体的にはポスターを貼っているだけとい
いますか、チラシをまいているだけといいますか、
待ってては全く来ません。状況は皆さん方変わら
ないと思うんですけども、積極的にお声がけをす
るんですが、声かけもその他大勢に向かって「く
ださいー」とどこぞの選挙演説みたいなことをい
くらやってもダメで、直接機関に足を運んで。こ
の辺は宮城県図書館さんはすごい足で各地を回ら
れていらっしゃるので私よりも分かると思うんで
すけれども、東北大でやったのは一応大学の性質
上、学術文献ということで学協会、怪しい学会、
協会も山ほどありますので、一応法人化されてい
る協会の方にリストを筑波大学にもらいまして、

そこに直接館長名で文書を出して「ありました
ら、寄贈をお願いします」と４割ぐらい帰ってき
て、資料が来たのは３割弱ぐらいでしょうか。そ
れもメールとかでやりとりしてますと、資料の認
識というのが「何かしらの報告書、完成されたも
のはありません」というお返事です。そうじゃな
くて、普段の事務文書でもいいですし、ちょっと
したチラシでもいいですし、シンポジウムか何か
のレジュメの中に震災に関するコメントがあれば
と言うと、「そんなんでもよかったら」と言って
広がったり。働きかけ方が非常に大事。待ってて
は来ません。ぜひ、宮城県図書館さんに。車で回
られているので。

吉川　それでは宮城県図書館の佐藤さん、よろし
くお願いします。

佐藤まどか（宮城県図書館）　宮城県図書館の資
料収集ですけれども、実は昨年あたりから県内を
巡回しておりまして、どちらかといえば沿岸部の
資料が多いのが現状です。昨年度、平成２４年度
につきましては、どちらかといえば人が集まるよ
うなところに配布資料として置いてある資料とい
うのを頂いてきている分が多かったんですが、そ
れだけではそろそろ限界が来ている。ということ
で昨年度同じようにそういう配布資料ももちろん
集めてはいるんですが、その他に社会福祉協議会
ですとか、商工会ですとか、あるいは小学校・中
学校・高校の長のつく方々の会議で「こういうこ
とで震災資料を集めています。ご寄贈ください。
将来に残していきたいんです」ということをお話
させて頂いて集めております。比較的順調にいっ
ているのが社会福祉協議会さん関係の資料です。
関わっていらっしゃる資料が順調に集まっており
ます。と言いますのもやはり災害ボランティアセ
ンターを立ち上げ以降の活動がありますので、そ
ういう記録が残っている。ということで比較的ご
協力頂いている社会福祉協議会さんが多いです。
ただ、どちらかというと沿岸部の方が日々の支援
の方に追われていて、実際、住民の方々、仮設住
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宅の方々あるいは、そこから一歩進んで公営住宅
に移られた方もいますけれども、そういった方に
お配りした資料があるけれどもそれをまとめてい
ないので、そろそろまとめないとダメだね、とい
う話を今、しているところです。というところが
今、非常に沿岸部に関しては多いです。それか
ら、内陸部の社会福祉協議会さんですと、定期的
に沿岸部の方へ支援に行ってるんですね。その支
援の時に例えば、物資を持っていくこともありま
すし、そうしますとそういった物資の収集の呼び
かけですとか、そういったものがあると。内陸部
の方はそういう意味では比較的にやったことをま
とめてらっしゃるところが多いので、「頂けませ
んか」というと「じゃあ、探して後でお送りしま
す」と送ってくださるところが多いです。それか
ら、商工会さんはどちらかといえば沿岸部の方が
事業者自体が被災しておりますので、事業再建の
相談会ですとか、そういうものを積極的にやって
いらっしゃるので、そういうところが多く資料が
残っているのが現状です。いずれにしましても、
直接出向かないと難しいというのは非常に感じて
おります。あと、意外と反応が返ってこないのが
実は学校関係なんです。「アーカイブ」というこ
ともあって、そういう話をするから余計警戒され
るのかなという気はしているんですけれども、例
えば、卒業式の式辞、そういうのの原稿やコピー
でも構いません、という話をすると「確かに名前
は出ていないけれども、その状況を言っちゃうと
誰か分かるようなこともしゃべってるからちょっ
と出せない」とそういうことが返ってきます。も
しかしたら、もうちょっと過ぎれば名前が出てい
るわけでもないし、いいのかなと思いますけれど
もやっぱり精神的にはまだ「はい、どうぞ」と言
える状況ではないのかなというのが学校の状況で
す。せめて被害を受けた時の建物があちこち傷ん
でますから、修理の工事を入れるための予算要求
のための写真は撮っているはずなので、せめてそ
ういったものだけでもご協力頂けないかなと私と
しては思ってるんですけれども、なかなか学校は
そういう意味ではちょっとガードが堅いというの

が現状です。

吉川　ありがとうございます。国立国会図書館の
長崎さん、「震災資料を図書館に」というポスター
の取り組みについて現状等で何かありましたら、
よろしくお願いします。

長崎理絵（国立国会図書館）　東北大学さんなど
がされている「震災資料を図書館に」の取り組み
にこちらも協力させて頂いているんですけれど
も、具体的にその取り組みプラス岩手、宮城、福
島の県立図書館さんとは個別に協力関係を結ぶ協
定書というのを取り交わさせて頂いておりまし
て、具体的には、資料を市町村立図書館さんなど
で集められた資料を余部があれば国会図書館の方
にも頂きたいとか、逆に、国会図書館の方でも東
京の関係機関に色々と呼びかけをしておりまし
て、そういったところで持っている資料はうちへ
の納本以外にもそれぞれの岩手、宮城、福島県の
県立図書館さんの方へ「ご寄贈お願いします」と
いうことを言ってるんですね。そういったことを
取り決めの中で言わせて頂いている関係で資料が
集まってきているかなというところですとか、あ
と、デジタル資料で県立図書館さんで持っている
けれども、なかなか保存が難しいというものにつ
いては国会図書館の方にもご寄贈頂いてですね、
こちらの方で公開するという手があります。例え
ば、福島県立図書館さんからは福島県の新地町と
いうところの図書館にある写真をご寄贈頂いたん
ですけれども、ちょっと福島県立図書館さんの方
ではデジタルアーカイブは作る予定がないという
ことだったので、こちらに直接ご寄贈頂いたとい
うようなケースもありますし、あと、書誌データ
の連携ですとか、そういった形で色々情報交換や
協力関係を結ばさせて頂いております。私たちは
東京にいるので、なかなか被災地の資料の収集に
どうお役に立てるのかということを常に考えてい
るんですけれども、そういった形で出来る限り自
分たちの身近の団体に行って、そういった団体の
支部というのが被災地にありますので、そういっ
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たところの機関さんに呼びかけて頂いて、資料を
それぞれ「被災地の方に送ってください」という
風にお話しています。例えば、生協さんですと、
生協の東京にある本部に行って、みやぎ生協と
か、いわて生協、ふくしま生協とかありますので、
そういったところで作られた資料についてはそれ
ぞれの県立図書館さんの方にも入れてくださいと
お話したりとか、全国社会福祉協議会さんの方に
行って、それぞれの県社協さんや市町村の社協さ
んの方で作られているものについては「県立図書
館さんにも納めてください」、という風にお話を
しています。そういった形で少しでも支援出来た
らなという風に思っています。逆に、私たちの方
で何か出来ることがあればドンドンご要望という
か、ご意見頂けると大変ありがたいと思っており
ますので、どうぞよろしくお願いします。

吉川　ありがとうございます。他の方でそれぞれ
の報告に対しての質問等でも結構ですので、ある
方がいらっしゃいましたら。では、高森さん。

高森順子（人と防災未来センター資料室）　当セ
ンターで３年間、専門員をしておりましてこの３
年の任期で終了するんですが、質問ではないかも
しれないんですけども、どうしてもお伝えした
かったことがありまして、ちょっとお伝えさせて
もらえればと思っています。今、当センターでは
常設展は触れない状態なんですが、年１回ないし
は年２回、展示もさせてもらいながら収集、保
存、活用、連携をしてるんですが、この１～２年
で東北の震災があったことで、相当ダイナミック
に変化があったと私は思っているんです。それは
大きな点としては収集、保存、活用、連携という
形で順序立てていくというよりも全部がミック
スになっているな、というのが正直なところで
ちょっともしかしたら今日展示を見てくださった
かもしれないんですが、当センターでは西館２階
で定点観測の写真展を今回ちょっと担当でやった
んですけれども、震災から１９年経っている状態
で、神戸市民のほぼ４割が震災を知っていないと

いう現実があって、その中で震災当時６１歳だっ
た大仁節子さんという一般の方が阪神間の数百か
所廻られていたうちの１９０か所を定点観測され
てまして、震災後と３年後なんですが、それを今
回発掘させてもらって、それを公のものとすると
同時にその存在も知って頂こうということで今回
展示したんですね。その時に、通常ですと集めら
れたものを展示するというパターンですが、それ
の定点観測という性質だったからなんですが、現
在の写真を大学生と一緒に撮りにいくということ
もさせてもらって、現在と三つの写真という形で
場所の同定からその撮影までをしたんですね。こ
れでどういうことが言いたいかというと、要は収
集をするということですね、いわばこの一次資料
である１９年目の神戸の写真というものを作る過
程というものがもう伝承になっているということ
でミックスされているとも言えますし、その伝承
の瞬間に立ち会っているという状況があったわけ
です。それを考えると、「収集はどうしよう」、「保
存はどうしよう」、「活用はどうしよう」と分けて
考えるのではなくて、ある意味ではそこはどけた
形で定点観測という一個のキーワード、これは何
でもいいと思うんですけれども、災害の大学生
がやれることというようなテーマだったりとか、
様々なことがあると思うんですが、何かテーマを
決めた中で、収集が出来たり、それが活用になっ
たりという形で分けずに考える方が今は神戸の場
合だとずーっと同じことの繰り返しのような状態
から脱却できるのではないかなというのが正直な
ところで最後の連携のところでいえば、これの
トークイベントという形で今月１日に大槌と仙台
で定点観測をしているグループと当センターで展
示に関わった大学生とのトークセッションという
のを行ったんですね。そういう活動という形で連
携も出来るという点が一つと、あと、ほぼ仮決定
ではあるんですが、展示が３月２日までなんです
けれども、３月８日からせんだいメディアテーク
で定点観測の様々な団体の展示があるんですが、
そこにもちょっと参加させて頂けることになった
んですね。言いたいこととしては、様々なフェー
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ズがあると思うんですが、それを一度はずして考
えてみるということが今の神戸だとそういうこと
が起きているわけですね。あと、もう一点なんで
すが、これは一次資料が出来る過程の話だったと
思うんですが、今度は二次資料ですね、編集物と
してこれから作られるにあたってなんですが、当
センターで３年やっていく中でとても感じたこと
では刊行物にせよ、何らかの編集を施すという意
味では一次資料を渡す際に、「こういうのありま
せんか」と言われて自分がハンドリングしていく
というのも一種の編集だったと思うんですけれど
も、そこでこれは考え方としてどうかというご意
見があるかもしれないんですが、恣意的になるこ
とを恐れないでいいのではないかなということを
正直、今、思っているところで、どうしてもベー
シックにこういう話が来ればどのご意見も全部入
れるということを考えがちなんですが、そうなる
とかなりの数になってしまったりとか、編集する
にあたってどこが本当は重要なのかが見えにくい
ものになってしまうシーンがあると思うんです
ね。そういう時に、総合的にやる編集的なものも
作ると同時に、ある意味でものすごく焦点を絞っ
たものを出すことで各館の特徴を出していくとい
うか、両方をするのはとても大変だと思うんです
けれども、それがすごく大事だと思いますし、も
し、それでちょっと偏重なものであったとしても
それが最初のゲートウェイというかになってそこ
からよりよいものを知っていこうという風に興味
を持つきっかけになればそれでも構わないのでは
ないかなという風に思っています。東北の方、答
えられる方で結構なんですけれども、今、大学関
係であるとか東北大学さんでしたらみちのく震録
伝とか、そういった形でも色々なアーカイブされ
てますよね。そこが、連携といっても同じプロジェ
クトを一緒にやる必要はないと思うんですけれど
も、それがどの程度のクオリティーで、どの程度
進んでいて、どこで重なったり別だったりと、今、
現状感じられているかどうか、月１回会合がある
であるとか、そういった各大学さん、各図書館の
職員同士でどんな会話がされているかというのを

ちょっと感覚の部分で申し訳ないんですが、聞け
たらなと思っています。

吉川　今、収集、保存、活用のサイクルの問題と
二次資料の編集等の問題が出まして、関連して板
垣さんから一点だけ、お願いします。その後、先
ほどの各大学図書館との職員さんも含めた連携の
実態というところに対して各機関の方から合わせ
てご発言頂こうと思います。

板垣貴志（神戸大学）　神戸大の板垣です。この
会合には毎年参加してるんですけども、今年はも
のすごく大きく資料収集事業が進展していること
に正直驚いております。一点だけ質問があるんで
すが、岩手県立図書館の齋藤さんにお聞きしたい
んですが、展示を始められているということです
よね、「郷土教育資料に描かれた岩手のことば－
沿岸被災地を中心に－」とか、あと、大船渡の３
年目の展示が行われているということで、高森さ
んが言ったように収集と保存、そういうのは結構
ミックスされてくるというのは僕も感覚として非
常によく分かるんですけども、その集めた資料の
利活用する時に、じゃあミニ展示でもしてみま
しょうか、というのが単純な発想として出て来る。
その時にどういう展示をされているのかなという
のがお聞きしたい点なんですが、ついでに言って
しまうと、例えば、今日配られている資料室ニュー
ス第５１号なんですが、震災資料のメッセージ―
1.17の衝撃―というようなところで、割れた壺が
展示されていると、この割れた壺を割れた壺とし
てだけ展示しても展示としてストーリーが立ち上
がらないと思うんですね。要は何が言いたいかと
いうと、これはフランス人の夫の結婚祝いにも
らって、それが震災で割れたと。それが支援者の
人がという風な、要はオーラルですね。オーラル
をセットで残しておくと、いざ展示という時に非
常に伝わりやすい展示且つストーリーが立ち上
がって展示に非常に役に立つということですね。
なので、収集の段階でもし可能であれば不可能な
場合も多いですけれども機械的に資料を収集する
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というより提供者の思いとか体験とか、その資料
にまつわるメッセージというか思い出とかをセッ
トにしておくと、後々、時を経てその資料を展示
にでも使うかというときに大きく役に立つと。且
つ、図書館にとってもそういう風な機械的な資料
集ではない部分、非常にウェットな部分といいま
しょうか、そういうような被災者との関係、機械
的に資料を収集しない手法が図書館自体の評価を
今後上げていく、資料の利活用にもつながってい
くというように僕は感じています。感想も一緒に
述べましたが。

吉川　それでは先ほど高森さんの方から、各大学
や図書館での連携のあり方の実態、実際どうなっ
ているのか、というところと先ほど板垣さんから
も出ましたけれども、収集する段階でその活用を
見越してオーラルや思いというのと、先ほどの田
中さんの報告でも出ましたが一次資料とデータの
関係もありますけれども、オーラルや思いという
ものと現物の資料をどう突き合わせて保存し、活
用していくのかというところをどのようにお考え
になっているのかという二点ですね。また、齋藤
さんには具体的にどのような展示をやってらっ
しゃるのか、ということを含めてご発言頂ければ
と思います。それでは席順で申し訳ございません
が岩手大学の遠山さんからお願いいたします。

遠山　岩手大学です。一点目、連携についてなん
ですけれども、私の感じているところでは具体的
には連携らしい連携はしていないのかなというの
が実情です。「震災資料を図書館に」というキャ
ンペーンには名を連ねてますし、あとそれから東
北三県での震災資料アーカイブの会議には参加し
ています。それから、情報交換会もあります。関
わってはいるんですけど、だからといって具体的
な連携が何かやっているか、あるいは計画がある
かというとそこまではいっていないのが実情でし
て、収集したコンテンツの連携という部分ではＮ
ＤＬのひなぎくへの連携を考えているところでは
あるんですけれども、それ以外では例えば、先ほ

どお話に出た企画展だったりとか、あるいは資料
収集の分担みたいな話とか、そういったところの
具体的な話は今のところないです。そして、あと、
職員の感触としましても専任で非常勤職員が一名
いるんですけど、それ以外の職員がほとんどタッ
チしていないんですね。ですから、一般の図書館
職員の意識は私の感じではかなり低いと思いま
す。先ほどお話の出ました例えば、企画展にしま
しても担当者の中ではもう三年目を迎えるわけで
すし、決して多くはないんですがそれなりに資料
が集まって、コーナーを設けていますので、ちょっ
とした企画展とか、展示会でもやったら、という
話は意見としては出て来ています。ですから、今
後、その辺を検討していきたいと思っています。
それから、二点目の資料提供者の思いなんですけ
ども、資料を提供される時に本人が面と向かって
持って来られるという場合がほとんどないです
ね。通常、郵送だったり、あるいは誰か第三者を
通して受け取ったり、ですからそういった思いが
まったく伝わって来ないのが実情です。先ほど、
板垣先生のお話を伺って、やはりその後の活用の
ことを考えた場合、そういったストーリー性とい
うかその辺の提供される資料への提供者の思いや
エピソード、そういったものをぜひ吸収できるも
のがあったら今後、提供される時に例えば、事前
に電話で問い合わせがあったら「ぜひその辺のお
話を聞かせてください」みたいなことを働きかけ
ていきたいなと思いました。以上です。

湯目　東日本大震災アーカイブワークショップの
今後のあり方の中にそういうことを考えていきた
いなと思っていた矢先に高森さんから言われてド
キッとしました。高森さんのお話について私から
簡単にまとめます。今日の私の説明の中であった
震災ライブラリーってやつの裏側にボランティア
のイベントの時に置いたやつを表紙につけていた
んですが、裏側にボランティア関連の資料をピッ
クアップしたのが出てるんですが、これは全部自
信を持っておすすめ出来ます。良書です。図書館
司書の業務としてレファレンスというのは答えを
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出してはいけない、相手の疑問に対して載ってい
る情報の提示はしていく、その中から選択するの
は利用者だというのが司書講習とかで習ったんで
すけれども、こと震災資料に関しては私はそれが
たがをはずしてもいいんじゃないかなと思いま
す。その基準は読む人の感受性とか、ものすごく
左右されちゃうんですけれども、あなたがこうい
う本を求めているんだったら、これはいいことが
書いてあるよ、ということが言える方が自分に
とっての良書がおすすめと思っちゃうしかないと
いうか、それでいいんじゃないかなと思ってきま
した。なので、３，０００冊を今、私は端から読
み始めてるんです。読むと、変だなと思う本も、
ある人にとっては良書かもしれない。紹介する人
が納得してその本にほれ込んでおすすめ出来れば
いいと思うんですね。その中からの情報で訴えら
れる。ある本の中で、ボランティアの経験者の書
き出しのところで、「これは自己満足のためにた
だダラダラとボランティアの日記を綴ったもので
も何でもないし、何か訴えるものでもない。社会
に対して理不尽さを書いたつもりもないし、ただ、
その現実を余りにも知らな過ぎるから淡々と披歴
していくだけだ」というようなことから始まるの
があるんですけども、文章が生々しいんですよ。
今、手渡しでもなく、書き手の顔も分からないも
のであっても、何かしら文字のパワーというもの
はビンビン伝わってくるものは伝わってくる。低
学年の子どもさんで両親を亡くしたひらがなだけ
の作文なんかものすごい力がありますよね。だか
ら、それを感じた人が差はあっていいんであって、
それでもって訴えていくことが震災資料について
はそこかなぁという気が３年目になってしていま
す。

齋藤力矢（岩手県立図書館）　連携についてなん
ですけども、これは回答になるかどうか分からな
いんですけれども、やっぱり岩手県は広いので、
県立図書館は盛岡にあるんですけども、やっぱり
沿岸まで２時間かかるので市町村の図書館の協力
が必要かなと思っています。今回の震災資料を網

羅的に集めているんですけれども、県立図書館は
その前から郷土資料も網羅的に集めておりまし
て、市町村図書館に協力をお願いしているところ
です。今回も国立国会図書館の方にチラシを作っ
て頂いたので、そのチラシを持って市町村の図書
館を回って協力を依頼しているところです。どの
位効果があるかは分からないところですけれど
も、これからも色んな形で協力をお願いしていく
ことが大切なのかなと思っております。あと、展
示なんですけれども、当館の方では指定管理者制
度を導入しておりまして、指定管理者の方で積極
的に震災資料をＰＲして頂いておりまして、今、
現在２つの展示をしているんですけれども、こう
切らさないようにずっと展示をしておりまして、
関係機関から、岩手県警からも協力して展示した
こともありまして、まぁ岩手県警の方はこう「市
町村図書館でも展示していいよ」、ということだっ
たのでＰＲしたら市町村の図書館でも展示してい
るところがあって、なかなかいい展示だったのか
なと思ってますし、あと赤十字もですね、協力し
て展示したりしてますし、神戸大学さんの方がい
らっしゃった時に震災のポスターを展示するとい
いＰＲになるよということで震災のポスターとか
ですね、あと市町村の震災当時の広報とか、うち
の図書館で震災当時の全国の新聞を頂いたので新
聞を展示したり、色んな機会で切らさないように
色んな展示をしているところです。

佐藤　宮城県の場合は震災アーカイブの方で市町
村連携ということですが、実はその連携先は主に
市町村部局が担当になって頂いているところがほ
とんどで、図書館ですとか、生涯学習課がアーカ
イブの担当というところはごく一部なんです。今
のところはそれまでやってきた市町村連携、市町
村の図書館との連携とはまたちょっと別のパイプ
が出来てきているというのが震災に関しては県内
の現状ではあります。それから、特に同じ仙台に
あります東北大さんと連携があったかといわれる
と、連携らしい連携とはいえないかもしれないと
いうところなんですが、このアーカイブ事業を通
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じまして何かこれからこの連携が強まっていくの
かなという感じはしております。それから資料収
集の際、やっぱり会ってお話出来る方からはお聞
きはしているんですが、ただやはり郵送ですとか、
あるいは既に最初からデジタルデータで作ったチ
ラシですとメールで送っていただくことも多いの
で、個々の資料についてはなかなか背景にある思
いというところまではなかなか伝わってこないと
ころではあります。ただ巡回の時に、そういった
個々の資料というわけではないですが、「あの時
こうだった」、「みんな大変な思いをした」という
お話に関してはお聞きしているので、それを何か
の形で活かしていければいいのかなとは考えてお
ります。

田中　来年度、中越大震災１０年ということで、
実はそのテーマとしているのは「連携」なんです。
それで色んなところへ提案をしていて、皆さんが
知らないところで皆さんの名前も挙げさせて頂い
て、多分、来年度もしかすると東北の皆さんや神
戸の皆さんにお世話になる点が多々あると思って
います。そういった意味では、そういうこれまで
の図書館、文書館的、アーカイブ的な連携は来年
度も当然「連携」のキーワードでさせて頂くと共
に、来年はその連携の輪を広げたいと思っていま
す。実は中越地震１０年、併せて平成の市町村合
併１０年です。長岡市は新長岡市になってちょう
ど１０年という年で、旧役場がみんな支所という
形で残っています。実は来年、災害の歴史、それ
から災害の経験をキーワードにその支所を結べな
いかということを今、企画しています。具体的に
は講座とか、ということになるかもしれませんが、
その後、今までは私たちと関係があるところがな
い支所の部局とちょっとつながって災害の歴史や
災害の経験、どこの支所地域にもありますので、
それをキーワードに結ぶ、これも一つの新長岡市
の中での連携の輪を広げる、これがまさに来年度
のテーマになっていますので、またその点で色々
とご迷惑、ご指導頂く点もあるかと思っています。
一つだけお話させて頂きました。以上です。

長崎　そうですね、東日本大震災アーカイブひな
ぎくを作ってからもうすぐ一年経つんですけれど
も、引き続き連携先を増やしていって、多くの資
料の所在がどこにあるのかというのが分かるよう
な形にしていって、今、お使い頂くということは
もちろんですけれども、先々ですね、色々な方、
後世の方々にもお使い頂けるような形で末永く続
けていきたいと思っておりますので、引き続きど
うぞよろしくお願いいたします。

吉川　はい、ありがとうございました。先程来か
ら「連携」というのがキーワードで出ております
けれども、宮城県図書館の佐藤さんも言われまし
たように、これからますます連携を強めていかな
ければならない、というような状況なんだと思い
ます。この会も第３回目を開かせて頂きましたけ
れども、来年も開催出来るよう神戸大学としても
努力いたしますので、また、今後ともどうぞよろ
しくお願いいたします。今日は、どうもありがと
うございました。
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